
第
２
次
鶴
岡
市
総
合
計

画
見
直
し
の
「
５
つ
の
加

速
化
ア
ク
シ
ョ
ン
に

①

」
、「

若
者
・
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
や
学
校、

給
食
費
の
負
担
軽
減
な
ど

市
民
要
求
の
実
現
が
あ
り

ま
す
が
、
他
の
自
治
体
で

も
同
様
で
、
特
に
鶴
岡
市

が
選
ば
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
な
ら
「
給
食

、

発
祥
の
地
・
鶴
岡
」
と
し

て
「
日
本
一
お
い
し
い
学

、

」（

）

校
給
食

自
校
直
営
給
食

が
最
適
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

一
方
で
「
小
中
一
貫
教

、

育
」
を
加
え
て
お
り
、
普

通
の
小
学
校
に
入
り
た
い

子
ど
も
は
、
地
域
か
ら
出。

て
行
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

人
生
で
小
学
校
は
一
度

だ
け
。

小
学
校
と
中
学
校
の
段

差
を
な
く
す
と
言
っ
て
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
、

「
成
長
の
飛
躍
」
や
「
や

り
直
し
」
が
効
か
な
い
地

域
に
な
れ
ば
、
取
り
返
し

が
つ
き
ま
せ
ん
。
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（月２００円程度）
10月 19人 8,710円
9月 36人 27,790円

８

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

回
想思え

ば
、
鎖
国
か
ら
開

放
さ
れ
世
界
に
目
を
向
け

た
日
本
が
、
明
治

（
１

22

８
８
９
）
年
、
市
町
村
制

施
行
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

八
栄
島
村
も
昭
和

１

、

（29

９
５
４
）
年

月
、
合
併

12

に
よ
っ
て
新
生
藤
島
町
と

な
り
、
八
栄
島
村
は

年
65

間
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
長

い
よ
う
で
短
い
。

そ
の
間
日
清
戦
争
明

、

（

治

～

年
、
日
露
戦
争

）

27

28

1

（
明
治

～

年
、
第
）

37

38（

）、

次
世
界
大
戦
大
正
３
年

満
州
事
変
（
昭
和
６
～
９

年
、
日
中
戦
争
（
昭
和

）

12

～

年
太
平
洋
戦
争
昭

）、

（

16

）

、

和

年
～

年
と
続
き

16

20

原
子
爆
弾
投
下
に
よ
っ
て

戦
争
は
終
わ
っ
た
。

ま
さ
に
戦
争
の
明
け
暮

れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、

太
平
洋
戦
争
だ
け
で
、
八

栄
島
村
の

人
が
先
陣
に

46

散
っ
た
（
藤
島
町
遺
族
会

追
悼
集
。）

昭
和

年
に
大
同
合
併

29

し
た
藤
島
町
も
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
に
新
鶴

岡
市
と
な
り
、

年
間
の

52

幕
を
閉
じ
た
。

戦
時
、
戦
後
の
苦
難
の

時
代
を
乗
り
越
え
、
現
在

に
至
る
が
、
２
０
１
１
年

３
月

日
の
東
日
本
大
震

11

災
と
大
津
波
、
そ
し
て
文

明
が
も
た
ら
し
た
福
島
第。

一
原
発
の
事
故
が
あ
っ
た

果
た
し
て
人
々
は
幸
せ

に
な
っ
た
の
か
、
満

歳
96

に
し
て
惑
う
。

神
社
仏
閣

八
栄
島
地
区
に
は
、
八

色
木
の
一
乗
院
、
豊
栄
の

東
光
院
、
小
中
島
に
は
地

福
院
と
、
そ
れ
ぞ
れ
羽
黒

派
天
台
宗
の
寺
院
が
あ
っ

た
。八

色
木
の
一
乗
院
は
、

羽
黒
花
藏
院
行
派
で
、
延

期
３
（
１
７
４
６
）
年
の

記
録
書
に
は
、
山
号
八
葉

山
、
寺
号
一
乗
院
、
戸
数

１
０
５
軒
の
寺
院
で
、
尊

情
ー
清
運
ー
清
辨
ー
秀
英

ー
美
尊
ー
穏
住
の
代
ま
で

住
職
を
勤
め
る
後
、
神
官

（

）

一
乗
院
改
め
半
澤
内
記

と
な
る
。

落
野
目
（
豊
栄
）
村
の

東
光
院
は
、
羽
黒
不
動
院

行
派
で
、
戸
数

軒
の
寺

46

院
。
古
文
書
に
よ
れ
ば
、

起
源
不
祥
で
あ
る
が
、
明

（

）

、

和
２
１
７
６
５
年
に

「
寺
院
大
破
し
た
が
、
近

年
不
作
の
た
め
延
々
に
な

っ
て
い
た
再
建
を
今
年
、

作
柄
も
よ
い
の
で
檀
中
相

談
の
上
、
金
子
５
両
を
出

し
、
他
は
三
右
衛
門
が
施

主
と
な
っ
て
計
画
し
、
寺

社
奉
公
へ
行
き
、
大
修
理

を
願
い
出
て
、
４
月

日
24

供
養
し
た
」
と
あ
る
。
ま

た
、
諏
訪
神
社
境
内
に
文

政
７
（
１
８
２
４
）
年
１

月
建
立
の
法
華
経
１
０
０

０
部
供
養
塔
が
あ
る
。

小
中
島
の
地
福
院
は
、

羽
黒
経
堂
院
行
派
で
、
戸

数

戸
の
寺
院
で
あ
る
。

39
起
源
は
一
乗
院
、
東
光
院

と
同
年
代
と
思
う
が
、
棟

札
に
は
宝
暦

（
１
７
６

10

０
）
年
建
立
と
あ
る
。
飯

鉢
家
文
書
に
は
、
文
政
２

（
１
８
１
９
）
年
７
月
小、

中
島
地
福
院
鉄
門
雨
乞
し

八
ツ
過
よ
り
大
雨
降
り
万

。（

）

民
喜
ぶ
と
あ
る
つ
づ
く

若
者
・
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
か

第２次鶴岡市総合計画の後期基本計画「５つの加速化アクション」から



早
坂
清
輔
著
『
東
郡
電

気
事
業
も
の
が
た
り
～
東

田
川
郡
電
気
事
業
の
偉
大

な
る
軌
跡
～
』
２
０
１
８

年
４
月
発
行
が
９
月
末
、

２
版
と
し
て
２
０
０
部
再

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

旧
東
田
川
郡
役
所
関
連

施
設
が
３
月

日
、
国
指

20

定
史
跡
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
郡
政
の
業
績
を
ま
と

め
た
本
書
が
再
び
注
目
さ

れ
、
早
坂
氏
が
増
刷
し
ま

し
た
。

日
本
に
育
英
会
が
発

足
す
る

年
も
前
に

45

育
英
事
業
を

旧
東
田
川
郡
が
、
発
電

事
業
を
郡
営
で
着
手
し
た

こ
と
。

戦
争
の
国
策
で
電
力
株

式
会
社
（
現
在
の
東
北
電

力
）
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、

戦
後
は

年
間
も
返
還
復
（

17

）

、

元
運
動
が
た
た
か
わ
れ

叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
。

郡
営
電
気
事
業
の
利
益

は
住
民
に
還
元
さ
れ
、
貧

困
家
庭
に
は
無
料
で
供
給

し
、
育
英
資
金
と
し
て
教

育
に
多
く
が
つ
ぎ
込
ま
れ

た
こ
と
。

日
本
に
育
英
会
が
発
足

す
る
昭
和

年
（
１
９
４

18

３
）
よ
り

年
も
前
に
、

45

育
英
事
業
を
発
足
さ
せ
て

い
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
先

駆
的
な
こ
と
で
す
。

昔
か
ら
「
藤
島
は
教
育

の
町
だ
」
と
言
わ
れ
て
き

た
所
以
が
こ
こ
に
あ
り
ま

ゆ
え
ん

し
た
。

、

貴
重
な
写
真
が
豊
富
で

活
字
が
大
き
く
、

頁
と

64

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

お
読
み
に
な
り
た
い
方

は
、
東
田
川
文
化
記
念
館

か
、
加
藤
鉱
一
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
る
か
ど
う
か
、
今
年
は

猫
が
一
匹
も
蛇
を
捕
ま
え

て
こ
な
か
っ
た
。
飼
い
猫

で
な
い
２
匹
の
猫
。
鼠
と

蛇
を
捕
ま
え
て
は
、
俺
に

見
せ
た
い
の
か
、
玄
関
前

に
置
い
て
お
く
の
だ
が
、

今
年
は
蛇
を
見
せ
な
か
っ

た
ん
だ
。
良
い
事
？

▲
今
は
秋
の
農
繁
期
の
始

ま
り
を
、
鎌
が
入
る
と
は

言
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

コ
ン
バ
イ
ン
は
１
週
間
程

早
く
お
り
た
。
収
量
は
あ

る
が
猛
暑
の
せ
い
で
米
質

が
悪
く
、
一
等
米
は
一
割

に
満
た
な
い
状
況
だ
と
い

う
。
前
渡
し
金
は
例
年
よ

り
多
い
と
喜
ん
で
い
た
の

だ
が
、
ど
ん
な
締
め
く
く

り
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。

▲
そ
れ
に
し
て
も
、
刈
田

の
色
の
鮮
や
か
さ
と
き
た

ら
、
か
つ
て
見
た
事
の
な

い
緑
色
で
す
よ
。
こ
れ
が

来
年
の
コ
ヤ
シ
を
食
っ
て

い
る
ん
だ
と
し
た
ら
、
今

年
の
暑
さ
は
貧
乏
は
か
や

ゆ
き
と
い
う
事
に
な
る
ね

～
。
秋
野
菜
の
育
ち
の
悪

さ
を
、
残
暑
の
せ
い
に
し

た
い
俺
だ
が
（
石
川
）

。

臣
を
務
め
る
。
政
府
要
人

が
占
め
、
あ
た
か
も
移
動

す
る
政
府
の
感
が
す
る
。

参
議

太
政
官

注
記
３

、

の
次
官
ク
ラ
ス
で
あ
る
が

大
隈
は
重
要
決
定
に
参
画

し
て
い
た
。

お
詫
び

「

「

」

前
号
の
駐
鑾
之
碑

①
」
の
文
中
「
山
形
県
行

「

幸
記
念
写
真
帳
（

：

」

，
20

編
者
不
詳
：
１
９
４
７
年

刊
：
県
図
書
館
蔵
」
と
あ

）

る
が
、
こ
の
行
幸
は
昭
和。

天
皇
で
全
文
削
除
し
ま
す

訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

『
駐
鑾
之
碑
』
②

最
初
の
年
齢
は

歳
。

20

明
治

年
の
山
形
県
巡
幸

14

で
あ
る
。

秋
田
湯
沢
か
ら
新
庄
に

入
り
、
最
上
郡
役
所
に
宿

泊
。
翌

日
出
発
、
旧
清

24

川
街
道
を
通
り
、
午
前
10

時

分
に
東
田
川
郡
役
所

15
で
小
休
す
る
。供奉

者

左
大

注
記
２

︙

臣
・
有
栖
川
熾
仁
親
王

明
治
政
府
の
最
高
行
政
機

関
で
あ
る
太
政
官
の
実
権

を
持
つ
左
大
臣
。
北
白
川

能
久
親
王

陸
軍
中
佐
、

︙

師
団
長
、
大
隈
重
信

参
︙

議
。
大
大
木
喬
任

元
老

︙

院
議
長
、
文
部
な
ど
各
大

る
ひ
と
）
親
王
・
北
白
川

能
久
親
王
及
び
参
議
大
隈

重
信
・
大
木
喬
任
（
た
か

と
う
）
が
扈
従
（
こ
じ
ゅ

う
：
付
き
従
う
）
し
た
」。

天
皇
は
各
地
を

注
記
１

、

行
幸
し
六
大
巡
幸
と
い
い

明
治
５
（
１
８
７
２
）
年

九
州
・
西
国
、
同

年
山

14

形
・
秋
田
・
北
海
道
、
同

年
山
口
・
広
島
・
岡
山

18ま
で
な
ど
で
あ
る
。

異
常
気
象
の
せ
い

今
年
の
夏
の
異
常
な
暑

さ
。
以
後
は
御
免
こ
う
む

り
た
い
で
す
ナ
。
し
か
し

こ
の
地
方
で
の
、
暑
さ
寒

さ
も
彼
岸
ま
で
は
・
を
キ

ッ
パ
リ
守
っ
た
よ
う
で
、

彼
岸
明
け
に
は
寒
気
が
入

っ
た
か
ら
ナ
～
。
こ
れ
も

異
常
だ
ろ
う
。
６
日
に
俺

は
ス
ト
ー
ブ
を
出
し
た
。

▲
あ
ま
り
の
暑
さ
に
蝉
が

木
か
ら
落
ち
る
と
い
う
年

が
あ
っ
た
が
、
今
年
は
連

日
の
暑
さ
に
油
蝉
も
、
遅

く
に
鳴
く
蜩
も
声
が
な
か

っ
た
で
す
。
彼
ら
は
今
年。

卵
を
産
ん
だ
か
ど
う
だ
か

何
年
か
後
に
蝉
の
い
な
い。

夏
が
あ
る
か
も
・
の
心
配

▲
い
つ
も
の
年
な
ら
３
４

５
号
線
・
上
藤
島
か
ら
大

半
田
ま
で
に
３
～
５
羽
は

見
え
て
い
た
鷹
の
仲
間
、

ノ
ス
リ
が
見
え
な
い
。
彼

ら
と
夏
の
暑
さ
が
関
係
あ

る
の
か
は
知
ら
な
い
が
、

数
百
匹
の
鼠
は
命
を
な
く

し
な
い
で
済
ん
だ
事
に
。

▲
そ
ん
な
こ
と
と
関
係
が

「
明
治
十
四
年
、
辛
巳

（
し
ん
み
：
干
支
）
年
秋

、

（

）

八
月
車
駕
天
皇
乗
物

で
山
形
・
秋
田
・
北
海
道

の
北
方
に
出
発
し
た
。
九

月
二
十
三
日
東
田
川
郡
に

行
幸
。
有
栖
川
熾
仁
（
た

早
坂
清
輔
著
『
東
郡
電
気
事
業
も
の
が
た
り
～
東

田
川
郡
電
気
事
業
の
偉
大
な
る
軌
跡
～
』
再
発
行

埼玉県深谷市農業委員会（安藤己喜夫会長）の視察研修で、
（ ）。加藤鉱一議員と阿部誠三川町長が歓迎 なの花温泉田田10/10

2014（平成26）年2月14日の埼玉県の豪雪で、農業ハウスのほ
とんどが倒壊し、資材不足の中、復旧のために(株)三洋を紹介
した縁で、９年後に初めて訪問。


